
       

6月 7日から 28日まで、生活科学科出身の崎山葵羽先生（九州女子大学）が、教

育実習に来ています。しかし、ちょうどその日から臨時休校期間に入ってしまったた

め、従来とは違う教育実習のスタートとなってしまいました。 

その間、教材研究やリモート SHR、食品製造の実習、農場での実習などを行って

いましたが、ようやく臨時休校期間が終わり、SHRや生活科学科の授業を 

通して、生徒と接しながら実習を行っています！ 
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高校 3年間お世話になった母校で、教育実習をさせていただけてとても感謝しています。休校期

間が重なり、生徒の皆さんと関わる時間が少なくなってしまったことがとても残念です。 

残りの期間も生活科学科の皆さんとたくさんお話しできたらいいなと思います。よろしくお願い

します！ 

臨時休校期間中に行った、リモート SHRと食品製造実習の様子です。 

パソコンの画面越しではありますが、出席をとったり、連絡事項を伝えたりしています。また、

事前に生徒から崎山先生への質問を集めており、その質問にも答えてくれていました！ 

そして、食品製造実習では、食品科学科の先生に指導してもらいながら、他の教育実習の 

先生たちと協力して塩あんパンを作っています。 

1年 4組で研究授業を行っている様子です。炭水化物の種類とはたらきについて学んでいます。 

コーラやジュースなど身近な飲み物に含まれる砂糖の量を予想しましたが、想像よりも多く含まれて

いることがわかり、みんな驚いていましたね。今回の授業を、今後の生活に役立てていきましょう！ 

葵羽先生からメッセージ 


